
島根大学教育学部紀要　第1巻　21～30頁 昭和42年12月

低知能者の進路指導の一側面
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　低知能者教育の主眼は，彼等の杜会生活の自

立を達成するにある。従って，技術教育と職業

準備教育及び進路指導が重視される。

　このことについての方法を立案するための方

針を述べることが本記事を書く理由である。内

容は先ず小学校から局等学校に至るまでの技術

科設置の案を想定し，その申から精神隼令の発

達に応ずる部分を抽出修正して低知能者の産業

教育を実施し，合せて進路指導を行なおうとす

るものである。

　低知能者の上位の知能の持ち主は普通児と隣

接する段階にあるであろう。従って教材の編成

に当っては，知的に普通児と同様に進歩し得る

もので，低知能者向のものがあれば好都合であ

ろう。高等学校までを考えるのは，昭和41年の

教育大学協会第二部会総会において，この主張

がなされたのを聞き，．42年にもそれらしいこと

を聞いたからであって，局等学校段階までの見

通しにおいて小学校における内容が考えられる

からである。小学校段階の内容を多く申学校の

低知能者には準備しようとする訳であるが，私

はここでは申学校段階の年令の者を主として考

えてみたいと思う。

　第一　技術教育について

　　I　技術教育とその目標としての人間像

（1）進路指導の定義の解釈

　進路指導のやり方はその輸入された頃から見

ると，a，就職相談　b，進学及び就職指導

C，人生コース指導，と言う風に発展して釆た

ξ見られる。現在は最後の人生コース指導の考

え方で実施しているが，申学校高等学校の進路

指導の定義では，「　嚇職または進学して，

さにらその後の生活によりよく適応し，進歩す

る能カを伸長するように………」の語旬を載せ．

ている程に，進歩向上する能力の育成を重視し

ているのである。

　一方進路指導のこの目的は，全教育活動の申

に生かすべきであるとの考え方もあり，更に狭

く考えて技術教育⑧職業教育と最狭義の進路指

導とにおいてこの能力の伸長を計ろうとする考

えもある。何れの場合も最狭義の進路指導の実

施はしなければならないが，私は今進路指導の

目的を達成するための技術教育における人間像

を考えて見たいと思う。

　皿且Super氏は自主的に人生コPスにおけ

る問題解決の能カの育成を重視して，進路指導

の再定義の申で，「自我概念を現実に転ずる」

のを援助するのだと言っている。スーパー氏の

再定義を補足として，人生コースに適応し進歩

向上する能カは，技術教育的に分析すると，お

よそ次のようになる。

　a　固有製造技術の基礎及び初歩の理解

　b　狭義生産技術の理解体得

　C　経営分析法の理解

　態度職業観については省く。．

　教育界では未釆の予想が前提になっている場

合が多いが，近時未来学なる言葉の申に現未来

が20年後を予想するのと類似の立場に立つのが

進路指導における個人指導の未来予測の年代で

あろう。20年後の一時点が間題なのではないけ
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れども，未来に活動する能カを育成するために

は，将来に発展性ある基礎的技術，また横方向

に応用のきく基礎的技術の習得は極めて重要な

意味を持つものであるが，その理解のために，

その前の初歩的段階の技術の理解習得もまた必

要である。

　この種の初歩的技術の学習が必要なのは上記

の理由だけではない。b填目の狭義生産技術の

理解の上にも意味をもつαここで狭義生産技術

と言うのは，夫々の物などを作ることを固有製

造（または固有生産）技術と総称するのに対し

亡，・夫々の固有喚岳技術の申に共遠にあると1こ

ろの技術で，時商研究とか動作研究あよ、うな技

術の総称である。人々が上級学校や職場で遭遇

する作業や問題は千差萬別であるけれども，そ

れぞれの場合に適応したりあるいは問題を解決

するための技術には共通的なもののあることに

気づく筈であるが，それは労働科学とか人閻工

学とかの領域で専ら研究されている。あるいは

産業心理学とも言われる二ものと大体同じ研究対

象を持っているα狭義生産技術と私が呼称する

のは，すでにそうした呼方をしている人がある1

からでもあるが，’技術科を問題としている現在

はこの呼称を適当とするであろう。

　a項目及びc項目の理解体得と合せて，’b項

目の狭義生産技術が人生において知らずにある

いは意識して識とでも日常行動時にも思索時に

も生きているものであることは，少しくこの方

面に留思する者にとって，極めて容易に理解さ

れるであろう。

・I狭義生産技術の研究に粒いて，人間の現実隼

産活動において，一如何なる項目が目標としてカ、

かげられているかなどについて示すことはこの

種研究分野に対する理解を助ける上で鈎果があ

るであろう。狭義生産技術研究の目的は，場合

によって具体的にかかげられる項目の種類は異

なるが，目標としての項目を網羅してみると，

①安全の確保タ②衛生の保持ノ⑧疲労の軽減，

④労働強度の軽滅，、⑤時刻と場所の制約カ干らの

解放，⑦製品の質ρ向上パ⑧新製品戸新サード

ス1新技術の開発（新作業法の発見），⑨作業

の快適化。作業環境の美化，⑩経費の節減・所

得利潤の増大などとなる。これらの目的を達成

するために，しばしば次の請原則が適用され
之。却ち，①目的追求の原則，’②排除の原則，

⑧好適化の原則，④転移の原則，⑤分業（専門

化）の原則，⑥集積の原則，⑦標準化の原則（

単純化1標準化1規格統一），⑧補足の原則（

判断・行動・感覚等の補足）等である。

　以上は考え方の一端を示したに過ぎないが，

こうした着想や方法は固有の製造技術の基礎及

び初歩の教育の遇程に印象づけ体得させるよう

につとめるのがよろしいと思うが，そうした技

術を産業界は期待しているのである。最近殊に

創造能力の開発が要望されているが，これも狭

義生産技術の一部分と考えたい。

　次にCの経営分析法の理解について触れてお

き乍い・企業や事業所の幹部！こなるものは羊然

経営分析の方法を必要と寺る。まして国家あ指

導階層とも．なれば，そうした方法は常識となっ

ているであろう。この方法と国民経済や国際経

済関係を理解する方法にぽ多分に近親関係があ

り，ある場合にぽ個と全体との関係として撞解

もしなければならない。一般に由民が経営分析

法を理解する必要のあるのはそれでは何故なの

亡あろうか。その理由は目本のおカニれた国際環

境と，日本の最近の思想傾向とから説明するの

が適当であろう。

　日本の経済殊に貿身事情を見ると，人口あ増

キ平び沖費水準のキ平と午ら！原料g食糧？輸

入と工業製品の輸出を振興する必要に追られ，

国薩癌済の理解を二人々々が進めなくてはな亭

ない状態に益々移行レていること，次にその形

態は種々の姿をとっているけれども民主的風潮

が盛になっていることは事実であって，企業に

椅ける労使協議制とか，各種の杜会集団におけ

る選挙権の行使等経営や杜会集団の理解を必要

とする機会が非常に増加しているのである。こ

の理解カは経営を分析する方法の理解から培う

ことが出釆るしぺ技術教育では技術教育の遇程

においてこの種教育を行ないうるのであって，

技術教育の一目標として考えるのに相応しい事

項である。一方法については御g述、たいと芦え

ているが，栽培教育の過程に取り扱うのが適当
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と思う。

　上に記した三つの類型の育皇カは短期間に習得

し得られるものではない。aの固有製造技術め

基礎はその初歩より長期にわたる教育期間を要

し，bの狭義生産技術は長期にわたって習慣と

しなけれはならぬ部分が多い。Cの経営分析能

カは習熟による意識の後退が結稟する程になっ

て，企業体の各部に生起すえ事件の意味が理醇

出来，操作すべき側面と処置を案出することが

出来るようになる性質のものである。

（2）技術の発展

　将来の杜会から見て，学校の　般教育として

の技術教育に如何なる方向づけを行なうか，つ

まり杜会が如何なる技術上の鼓養を期待し亡い

るかを判断するために形式的にではあるが，技

術発展のあとを辿り，かつ将釆の展望を試みた

い。

　歴史研究者就申技術史研究者は，人類め最初

の産業革命を農耕文化の開始に求めるのが，プ

般的方法になっ亡いるようである。しかし私ば

現在，吾々が教育上将釆の技術のあり方を考え

る必要上からは，人類の杜会’が始まって以来

の，技術の歴史は参考になる場合もあると考え

てはいるが，むしろ，一1800年前後にイギリスで

発生した産業革命を説明の端緒に選ぶのが簡便

であろうと思う。

　イギリスの産業革命時の新技術としてはゲウ

ットの蒸汽機関の改良（1765）を第　に多くの

人が上げるであろう二私もそれに傲いたい。こ

の事件はその後に引続いて起った各種の新鼓術

の利角に際し，常にそれらを躯使することを可

能にした点で大きな意味を持った訳である。≡こ．

れと同じく原動機としての意昧をもったものビ

発電機（アームストロング，一1840，水カ発電檎

製作）及びモニターの開発があった。七電気は発

電以来，原動機としてだけでなく，各種の用途二

が開かれつつあるが，労働を機械に置きかえる＝

点では次に述べる内燃機関と共に大きな意味を

持つている。

’内燃機関はダイムラーが1886年ガソリンエ

ンジンを発明して以来ノジーゼルエンジンの発

明を誘い（1898），更にジェッ’トエンジン∴口

ケットエンジンの発明実用化へと発展して来

た。　般に原動機が利用される機会や機械を考

えれば1如何に産業界にそれ等が利用されてい

るかを知るであろう。エネルギーへの需要は益

々増犬し，最近では原子カの発電を各国共推進

している。アメリヵで原子カ発電に成功したの

は，1942年フエルミの指導によってである。世

め人々ぽ1942年を「原宇カ時代の夜一明け」と

称し，1957年ソ連がロケシト機を地球の周囲に

飛ばした時，「宇宙時代の開幕」と称した。

　斯様な原動機の活動も華々しいものであるI

が，それを人間に代って制御する技術は，電宇

計算機が実用化された事実に比すれば，大きな

発展を従来は示していなかったと言ってもよい

位である。つぎに技術教育上に考慮すべき条件

と思われる，こ一の制御に関する技術史の一部を

ここで示しておきたいと思う。

　電子計算機の発展の上に織機がある時期に重

要なヒントを提供したことになっている。織物

に紋織りなる技法があるが，現在では一種の穿

孔テープによって自動的にそれが可能となって

いる。その制御の部分をジャッカードと言い，

仏人Joseph　Mar1e　Jacquard（1752～1834）

により1804年完成されたものであると言う。

以後パンチカードによる機械制御の発展を促す

ことになった。一方イギリスの数学者Babbage

（1792～1871）は，ジャッカ十ドにヒントを得

て，1829年機械式自動計算機を試作した。それ

ぽ当時の機械技術の幼稚さから実用化には至ら

なかったが，・その思想と原理は今日の電子計算

機に生きている。

　電子計算機の利用及び製作はノ自本では約10

年の歴史しかない。けれどもその需要は強くオ

ペレーターの不足を痛感し，大学への講座の新

設やその他の形で要員の教育が要求されている

状態である。電子計算機の利用が情報に関係し

ているところから’，その普及と産業界の変化に

対して，情報革命の語が用いられている。電子

計算機の利用を伴って，技術を十分に利用しう

る体制にあるならば，世界的に人類の生活は文

宇通り大変革を遂げるものと予想される。この

可能性については常識あ．る萬人が信じでいると
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二ころで李る。二

　制御に関する技術は電子計算機だけではな

く，他の各種の技術と組織されて初めてその機

能を発揮し得るものであるが，電子計算機が現

在各種の分野で省力的機能を発揮しているとこ

ろから，「電子計算機の時代」などの語も用い

られている訳である。もし原子力利用や人工衛

星にならうならば，「電子計算機時代」、の初年

度は，EckertとMauch1yがアメリカで1946年

ENIACを完成した隼とすべきであろう。日本

への輸入は昭和30隼であったが多日本で最初に

製作したのは，昭和27年電気試験所であった。

以後製作普及は異状な発展を続けている。

　　■　技術教育のあり方

　産業教育上の人間像は茅進路指導で言うとこ

ろの職場に適応し，かつ進歩する育旨カである

が，それを一般的に育成する上で技術科に重要

な役副を課すことになる。しかもそこで達成す

べき目標は，長期にわたる教育を必要とするの

であって，申学校の3か年間だけで達成すべき

性質のものではないと思う。．

　この理由から，技術教育は小学校から局等学

校（普通科）に至るまで一貫して行なわれるべ

きものであるとの希望を多くの人々が持つよう

になった。私は技術教育は小学校の低学年から

実施するのが適当であると考えている者であ多

が、低学年では玩具作りや折り紙細工花作りか

ら始めればよい。そうしたものを技術科と呼ぶ

ことは不適当であるとする者もいるから小学校

では技術科の名称あるいは技術教育の語は用し）

ない方がよいかも知れない。名称や用語はとも

あれ，設計製図1材料・工具・安全1作業工程

と言うような基礎的な概念は得させられる筈で

φると思う。低学年において仮に教科の時間が

設定出来ない場合にも，至適の動作，作業域構成

上の着想，整理の心構えや習慣は他の教科や生

活指導の際に指導し得ることである。撃科とし

ては小学校には図画工作の時間があり，5～6

年時には工作も実施することになっている。も

し現状の制度を大巾に変更することを好まぬな

らば，この教科と申学校の技術科とを連絡する

ようにしたらよいし，生活指導の時間を補足に

用いて，余暇の時間に生徒に工作をさせればよ

い。児童は特に学校で指示しなIくとも，保護者

の援助を得たり，あるいは得ずに玩具を作るこ

とには異状な興味を持っていることを知るべき

である。桐原藤見先生はこの種の内容を「申学

校の技術1家度科の第学年に配当されてある

教科内容は，大半を小学校の高学年の理科，図

画工作，家庭，特別教育活動などに移して，申

学校の技術家庭科の時岡では他のことをするよ

うにできると考える。一申略一鉛筆のけずり方

や線の引き方に申学校で時間をかける必要はあ

るまい」と言われている（桐原著生産技術教

育）。

　申学偉には，現在技術家庭科と選択の職業科

がおかれている。しかし職業科の方は，進学率

の増大に伴い，自然の趨勢であるが，廃止する

申学校が多くなりつつある。技術教育のもラー

つの機会はクラブ活動にある。一部の生徒を対

象とすることになるが，自主性を持たせて有能

な技術者を育てる上に実施の仕様によっては有

思義な機会である。教科と同様これが高等学校

に引き継がれることになれば優秀な技術者を育

てる機会となるであろう。体育や音楽がこうし

た教科外の指導または自主的活動によって多く

教育されていることはよい参考である。

　高等学校には現在技術科なるものはおかれて

いない。普華科に技術科をおくことについて，

申途半端な職業教育はやめて，もしやるなら思

い切って職業課程に切り替えたがよいとの意早

もあるが，私はそうは思わない。小学校以来の

　般的技術教育は個人の能カ開発の点からと，

摩業の振興，国民の福祉の向上のためにも，引

いては国際間の協カ関係を確立する上からも多

大なる効果を結果するものと信じている。殊に

高等学校の技術教育中に，次にも述べるように

技術政策や研究教育機関を夫々の科学技術に付

随して知識を提供することは，科学や技術の優

秀さが産菜を振興させる基盤であるならは，自

からの理想や希望に従って，進学後の研究と被

教育の方針を決定する事は産業の振興の上から

も欠くべからざる条件であろう。学校教育法第

四十二条局等学校教育の目的申に「杜会におい
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て果さなければならない使命の白覚に基き，個

性に応じて将来の進路を決定させ，　般的な教

養を高め，専門的な技能に習熟させること」と

ある程に，この年令段階においては，社会生活

の申に自已の使命的理想を設定するように，そ

してそれに基づいて，進学して研究したり，教

育を受けたりするコーズを決定するように指導

すべきである。申味は何か知らないが，有名大

学であり，一授業料や入学料が安く，卒業後大企

業に就職して比較的高額の俸給を受け取ること

が出来ると言うだけで進学先を決定する者も多

いときく。経済的条件や試験の難易等はたしか

に現実の重要な条件には違いないが，より基本

的には，白らの希望に従い，あるいは理想のコー

一スを想定して，そこで生涯をかける気持で進

学和を決定するようにすべきであろう。このよ

うな側面を技術科に持たせるならば，他の進路

に関する知識（単なるニュースではない）の提

供や個性調査及び相談とも相伴って進蕗指導活

動は個人に対しても，杜会に対してもより深く

かっ広範囲に貢献し得ることであろう。

　高等学稜教育の現制度を前提にして，技術科

を新設する時間的方法について考えてみると，

不十分ながらも確実にその道があると思われ

る。第一に芸能関係と同様に技術科選択の機会

を設けること。第二に　　進路指導の時閻につ

いては高等学校にはホームルームで実施と言う

以外に特別の定めはないが，学習指導要領を作

成する際の委員になった一人は，「高校には特

殊な事情が多く，時間数を定めることが出来な

かったが，申学校の進路指導40単位時間以上，

と言う定めと同様に解してよい」との見方を発

表している　進路指導の最低40時間の一部を

これに充当する。第三に，高等学校の学習指導

要領申，各教科目と単位数の表の末尾に「その

他特に必要な教科科目」ともあり，上記の事情

と総合して現制度においても可能性はないでも

ない。しかし技術科の必要性が国家的に真に重

要である事情を理解するならば今の様なことで

はなく。堂々とその位置。を設定すべきであろ

う。

現在局等学校で技術教育を実施している広島

三　　郎

県の福山申学校1局等学校では高校部でも工芸

科の名称で（昭40までは技術科）週2時間宛各

学年共実施し，その内容は次のようになってい

る。

　　　　福山申・高校の工芸科の内容

学　隼 内容時問配当　教材
高　1 栽培　　　　26　観葉檀物栽培

木材加工　　44　額縁の製作

2 木材加工　　48　手文庫の製作

金属加工　　22　花瓶の製作

3 電気　　　　28　　インタホンの製作
総合実習　　42、白動車のエンジンの　　　　　　　　　整備

　この事例によってみても，時間の確保には可

能性があるが，内容を如何なるものにすべきか

について考えてみよう。

　Iの項で技術科設置の必要を技術史を引用し

て簡単ながら説明しておいたが，矢張りそうし

た立場からはオートメーション，資源，技術史

労働科学等を含めたものがよい。

　私は常に思うのであるが，技術教科を　般教

育としての性格を持たせるならば，技術の視野

から一応世界の大体の領域を観察出来るように

しておくべきだと思うのである。その考え方か

ら曾て技術の総体を取り扱い得る分類を試みた

が（アメリカではフロリダ州でこの分類に基づ

く職業教育をしていると聞く），それは原動機

・輸送機。通信機1作業機剖工作機の夫々に関

する技術の分類であり，図のように，人類が技

　　　　　　　術を以て自然に接する状態を一

人　　類
　↓

技　　術
　↓

自　　然

．括して理解しまた生徒達に把握

させようとする意図の一端であ

る。

　この意図を実現することは困

難ではあるが，このような理解

に向かう様に努カすることを放棄すべきではな

いと思う。世界を一体的なるものとして理解す

ることが，現在も将来も期待されているからで

ある。この各項目一人間，技術，自然とは技術

教育的に見て如何なるものかを分析する前に，

地球の地域的（空間的と言った方がよいかも知

れない）拡がりと，時間的奥行即ち歴史と未釆
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低知能者の進路指導の一側面

とがあることを先ず確認しておきたい。

　さて，人観技術，自然の三項目であるが，

高等学校の技術科を予想する場合，人類＝人間

は，知識技術の所有者であり，適性条件の具備

者，また道徳性を自覚した労働者である。技術

については。すでに述べたように，固有製造技

術と狭義生産技術に分類している。しかし固有

製造技術ではヲ今まで述べて来たところから，

人間が自然に接する技術の代表として何時も栽

培を取り扱いたいと思う。しかもそこで国民経

済学や自然科学の諸分野に触れ，現実の産業界

の必要に応ずるために，オートメーションを利

用した純粋栽培を取り上げてはどうかと考え

る。純粋栽培は仮の呼称で，全く人工の環境で

檀物を栽培する方法である。そこ1では，物理・「

化学1生物・工学等の知識技術が生かされるだ

けでなく，他の栽培法と比較することによっ

て，経営的分析法や労働科学を学ばせるごとも

可能性があるであろう。栽培は時に培養におき

かえまたは並行することも一案である。栽培ま

たは培養には放射線利用による品種改良も考え

られてよい。日本産業技術教育学会ではそのよ

うな意見も持っているようである。

　工的披術は栽培や培養にも上記のように利用

されるが，つとめて栽培・培養と関連づけて計

測制御等の機器の製作に主たる時間を振り向け

るのが，よろしいであろう。一

　自然については技術教育的立場では，自然の

改造も関係するが，殊に資源とその開発の問題

が注意されねばならない。各種の原料の採取と

特に意を注ぎたいのはエネルギー資源の開発と

利用の間題である。日本のように石油の全消費

量の2～3％しか生産しない国では，エネルギ

ー対策は真剣に考える必要がある。例えば豊富

にある太陽熱や光線の利用の方法などについて

は，最近安価な太陽電池も作られたそうであ．る

が，そうしたものの利用と生産や消費の改善策

を考えれば，多数の案があるに違いない。．

　以上の内容を項目を上げて小学校から高等学

校までの技術教育の大要を示せば次のようにな

る。

　表示の栽培は露地から始めて，純粋栽培培養

予想技術教育一覧表

学　　校‘ 農業的技術　　　工的技術

小学校 露地栽培　　　紙細工

蚕の飼育　　　木・竹・針金。板金加工

設計製図

申学校 礫耕栽培　　　機　　械（記録を含む）電気

技術史

高等学校 純粋栽培・培養　資源，材料，エネルギー

育種　オートメーション
技術史

労働科学．

に至り，工的技術については電子計算機の理解

に進むために，各種の理数関係の計測制御機器

等を主として作っていくようにする。これらの

項目は，他の教科に依存して理解を進めるこど

もあろうし，産業職業及び研究所教育機関につ

いての知識の提供は進路指導が補うが，研究教

育機関の取り扱い内容については技術教育の過

程において，折に触れてその名称や研究状況な

どを付随的に話しておけると好都合である。

　教育法については申学校で従来行なっていた

方法によらて行なうが，技術史の解説に当って

は，模型模式図を用いるなどの工夫が必要であ

る。また新技術創造過程の説明には，想像的に

その遇程を分析したり伝記などを引用すること

も考えられてよい。これらは狭義生産技術と同

様，つとめて実技教育あ前後などに挿入して教

育するのが適当と思う。

　第二　低知能者の産業教育と進路指導

　　I　低知能者

　ここで低知能者と言うのは，成人対児童では

なく同年令の者で相対的に知能が低位にある児

童生徒を意味し，所謂精神薄弱者を指す。

　心理学者の説明によると，知能指数が70以下

（偏差値では25以下）を精神薄弱者と言ってい

る。その国民全体の申に占める比率は発表者に

．よりわずかな差異があるが，2～2．5％であ

る。この他に境界線児を5％とし計7％とし

て，島根県の学童数にこの比率を適用レてみる

と，下表のような数になっている。これと同比

率だけある英才児対策は行なわれてはいないと
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島根県の低知能者
の表　（昭・41）

小1

　2

　3

　4

　5

　6

申1

　2

　3．
　計

　　人

　968
　952
1．022

1．068

1．115

1．208

1，258

ユ，372

1．584

10，547

岡　　田

思うが，精神薄弱児に対して

は，特別な配慮がなされてい

るα

　しカ・し昭和41年1月におけ

る島根県の精神薄弱児の教育

機関収容数は，さざなみ学園

が95人（うち女子36人），一

般小学校551人，申学校が

501人でこの合計1，147人で

あった。小申学校の該当者合

計を婦人児重課の統計に従い

8，296人（昭42．1）とすると，，113．8％にしか相

当しない。精神薄弱児7％を区分して，5％の

ものを境界線児，他の2％を（真の）精神薄弱

児とするが，年々そうしたものが，学校を卒業

して杜会に（就学しておれぱ）送り出されるこ

とになっている。他の府県も対策不十分な点は

同様である。

　統諦とよる知能段階と％は上記のようである

が，実際に収容している児童生徒の程度はどの

ようなものか。まずさざなみ学園の例からみる

　　　さざなみ学園収容児の知能　　（昭。41）

三　　郎

精神作業素質検査では、申学2年頃より以降に

なってその素質が現われるから，小中学校段階

の精神薄弱者に対しては量の検査．ならともか

く，、検査の適用は無意味である）。

　島大の付属申学校の生徒は，知能の割合に高

い生徒が就学しているが，下記の通りである。

　　島大付申養護学校生徒の状態（昭42．3）

No．、

　　　　　　　　　　　　精神年令性暦年令騨灘学年窟普通雪

才月
1 女 13．2 11；9 90 1 小6年
2 男 14．4 9．8 68 1 〃4

3 〃 13．10 7．2 55 1 〃2

4 〃 ユ3． 9 9．7 70 ユ 〃4

5 〃 15． 1 8．2 54 2 〃3

6 〃 14． 2 12．9 84 2 申1

7 女 14． O 9．4 67 2 小4

8 男 14．2 9．2 65 2 〃4

9 〃 14，0 11．5 82 2 〃6

計 9人
一 一

（平均）

70．6 ’ 一
一

精神年令

知 能1 男 女 計（％）

人

重度／㌃㍗ 3 5
22（22，4）

7 7
申度1：1 ～ 40 16 12

58（59．2）

～ 50 20 10

軽度／11 ～ 60 6 4
ユ8（18刈

～ 8 ・
ム
ロ 計 60 38 98（100．0）

が，上表のようである。これらの者の手芸など

を通じて作業素質を見ると，施設収容児も　般

児も出来上りについては大きな差は認め難い。

しかし指導者の言によると，作業に長時間を要

し，一旦教えた事もまた後に反覆して教えなけ

ればならないなど，普通児と比して大きな遜色

がある。また作業素質検査では，精神薄弱者の

場合は一般に初頭・終末努カが見られず，休憩

効果も見られず，作業量も極めて低い（般に

　上の表では精神年令相当の普通児の小申学校

ρ相当学年を付記してあるが，それによれば，

申学1年のものが小学校では3～6年，2年の

ものが，小学校の4年から中学の1年に相当す

る者までに分布している。大体小学校の中高学

年位の知能水準にある者と想定出釆る。次の項

ではこの生徒達に対する産業教育と進路指導に

ついて考えてみることにした。

　　1皿　低知能者の産業教育と進路指導

（1）序

　ここでは付申在籍の葦護学級生を念頭におい

て，考えることにしているが，教育内容につい

ては前記のように小学校の普通児〔申高学年生

〕の分を想定して実施する方針を立案してみ

た。題目の産業教育と進路指導を分けたのは，

産業教育は　般教育としての技術教育と就職準

備教育としての職業教育を意味し，時として進

路指導を別個に扱う用法をする場合があるから

用語を並列した訳である。

　低知能者に対する産業教育上の注思事項をか

かげてみると次のようである。

　「知能が低く心身に欠陥のある彼等の指導

では，将来の杜会生活を考慮することが，最も
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低知能者の進路指導の一側面

大切」なのは言うまでもないが，、その際「知識

や技術よりも，働く態度や他人との協か性に重

点をおき，丁量より質」の実施に視点をおき，

「きめられた作業時間を，教師の指示通りに働

く」ように習慣づける必要がある（知恵のおく

れた子の指導：佐藤弘著）。要するに知恵の遅

れた子は独立して判断力を発揮する仕事をまか

せる事ぽ無理できまりきった単純な作業を指示

通りに実行出来ればよいとしなければならな

い。各種の技術教育や職菜教育ではこの点に充

分留意して，指導を行なうべきであって，単に

量の遂行を以て満足しても意味をなさない。む

しろ指宗通りに仕事を確実に進めて終了後は実

施状況を報告出来，片付整理もその仕事に付随

したものであれば確実に一人の判断で出来る位

になることが必要なのであって，そうした習慣

を身につけさせる意味での量の反覆実施は行な

うべきであろう』指示め授受を確実にするため

に復唱を励行させるのも一案である。

　なお，産業教育とは異なるが，多分に関係を

持つ場合があるので，一種の肢体障害者の行な

うような巧綴性訓練について，．補足的に述べる

ことにした。

（2）技術教育について

　一般教育としての技術科の内容は現に行なっ

ているところであるが，栽培を男女の別なく実

施し，別に男子には力一工を．（主として木材加工

），女子には調理，被服構成，手芸を実施させ

る。下記のような具合である。

　　　　　　教材例　の　表

栽　　培　　木工　　調理三被服構成。
（男女）　　　（男）　　手芸（女）

教
花　　　　　物指　　　　省く

野菜　　　　はかり

豆穀類　　　ます

材 桑＜蚕＞　　測時器具
、’測角用具

室内調度品
例 木製工具類

　上記のものは，現在行なっているような種類

のものであるが，前記の趣旨に従って，事例を

かかげたものである。例えば栽培に桑を取り上

げているがヅこれは理科にも関係を持つが，技

術史上の事例とテーブによる制御法（織機によ

る）を理解させる手段として前に触れておいた

ようにするものである。模型のような織機にテ

ープによる制御装置が考案されるのはまだ時間

はかかろうけれども，清潔に飼育労働を体験出

来るので取り上げたので，桑は時には，農村で

なら河川の畔などに植えるのもよいが，並木と

して檀樹しておくとよい。　（桑樹は昔から現在

も重要な役副を果しているにかかわらず，県の

木にも選ばれることなく，街路樹にもなってい

ない）。

　栽培では，帳簿記載の習憤や文宇の練習をさ

せる。只記載させて事足りるのでなく，所要時

間と収支を記入するにも整った文字を記すよう

に，また最後に，集計することによってその作

物の全体が見えるような報告書を作らせるがよ

い。この過程に理科や数学的教育も出来る筈で

あり，加工について述べるように，計測器具を

作りかつ使用して，思考が散慢になるのを防ぐ

ようにするO

’記録については日付，天候，気温，　（時に湿

度），作業者名，作業状況，作業時間，金銭収

支，現物受払，摘記などの欄を作る。理科的な

観察を行なわせる場合はその項目を示してお

き，記入欄を作っておけばよい。

；二こρ詞録（日記と言ってもよい）は，次の諸

表にまとめる。｛

　　a　経営要素の表

　　b　生産過程の表

　　C．収支計算の表

1とれらの諸表から，生産費や土地あるいは労

興の収益計算まで上位の生徒には実施させるの

もよい。電子計算機の発達により複式簿記を廃

止する企業も現われ始めたと聞くが，。もし複式

のものを教育するならば，上記の理解をした後

に教育を始めるとより容易に理解させることが

出来よう。

　経路図。経遇図などは，栽培でも教育は可能

であるが，男子ならば木工の方で指導するのが

むしろ適当であろう。小遣帳一現金出納帳1現

物整理帳・家計簿などの記帳訓練はこの機会に1

出釆る筈である。知能の低い者には主として作
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業や動作の訓練になるが，五較的知能め高い者

及ぴ知識の進んだ生徒には，経営上の着思事項

であるところの，労働分配，輸作，地カ均衡，

危険平均，飼料均衡，自給，機械化の諸問題等

について解説してやるのがよい。

　木工を実施するのは，日常生活における道具

の使い方を教える点でも無意味ではないが，材

料入手の容易さ，作業の事例としての適切さか

ら狭義の生産技術を低知能者向けに教育する手

段としても適切である。そのためには木工の作

業分析表（教えるべき要素作業の一覧表で作業

教育の出発点とするもの）を利用し，個々のオ

ペレrションについて作業域，姿勢動作，手

順，安全などについて指導し，それを職莱や生

活上の一般的な習性にまでなるようにするとよ

いと思う。勿論，木工の技術を習得し卒業後に

役立たせることが出来たらそれに越したことは

ない。

　木工の教材はすでに述べたように，理科数学

の内容と調和したものを選び，その理解を促す

ものがよい。殊に例えば，同じ長さを測るもの

でも，単に物指しを作るより，回転する型のも

のならば，自動軍の模型の如く，玩具的興味を

添えることも出来よう。同じ方法で計算は計算

技術の発展途上にあった算盤とか，加滅用計算

尺，歯車式計算器などを作れば実用生活にも役

立つものが出来よう。あるいは機械類の模型で

もよいが，構造的なものから機能的なものへ着

眼を移すことは，低知能者の場合も’必要であ

る。このために旋削の機器は是非設置すること

が望ましく，木製の手製品でも間に合うかも知

れないが，「こけし人形用旋盤」なら多額の予

算を必要とすることもなく適当であろう。

　蚕の飼育の後に生産された繭は，製糸して手

芸用織機にかけるのも将来はよい事になるかも

知れないが，現在の段階では真綿を作る程度に

留めておくのが無難と思われる。

　これまでに記した着想だけでも，実践するこ

とになれば，新に実験的な経験や思索を要する

が，女子向の場合も合せて今後の研究に待たね

ばならない。

（3）職業教育について

三　　郎

　低知能者の受け入れ職場が予定出来れば，状

況によっては，職業準備教育を計画することは

必要なことである。島根県の肢体1障害者の職業

訓練所では，経理，木工，孔版印刷，義肢，め

のう細工，タイプ，被服構成などが訓練種目に

なっているが，依托訓練も実施してよい成績を

上げている。試用を兼ねた産学協同としての依

托訓練にも留思されることになるであろう。

　　般に夫々の生徒がどの職場に適するかを判

定する調査や検査と，一方受け入れ側である職

場の研究（職業分析）とはつとめて励行すべき

であって，そうした間によい職場の発見と準備

教育と就職幹旋とが可能になる場合があり得り

ことはたしかである。

（4）巧綴性訓練

　技術。職業教育と関係の深い訓練事項に巧綴

性訓練がある。これはある特定の動作を必要と

する技術または，職業上の動作を，模式的な道

具を使ってその能カを伸ばすことをここでは意

味するが，手やその他身体各部だけでなく頭の

訓練にも同じ要領で適用される。このためには

微動作の研究（Motion　Study）手段によつて

出釆れば必要な動作の検出をして，訓練手段を

決定した方がよいが，白紙的にはクレペリン検

査，珠算，適性検査器具等によって行なう。身

体全体についてはスキッピングを毎日1～2回

欠かさず，短時間長期間にわたって継続する方

法などを採用する。

（5）進路指導について

　適性条件の調査や，職業分析を実施するのは

当然であるが，その特殊な条件に応ずる進路の

発見の外，低知能者に対しては，杜会的自立を

可能にするために，職場生活における人間関係

安全，動作，日常の私生活の仕方等を学校の生

活全体の申で折に触れて指導しておくことが必

要である。就職先の選択に当っては，保護者と

の違絡が必要であるのは言うまでもない。

　精神薄弱児を収容しているさざなみ学園の退

園者は，女子は女申子守が圧倒的に多く，男子

は，隷細企業の下積み労働者として，単純作業

に従事している。その補導状況をみると下表の

ような資料が示されている。
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低知能者の進路指導の一側面

さざ卒み学寧退輿者の状態

平均種別1 成 功 何とか 失敗 不明

在園期間 3年2ケ月 3甲5ケ月 2年9ケ月 2年10ケ月

退園時の
暦年令　全 15： 5 15： 6 15： 8 15： 6

精神年令
8： 7 8： 2 7： 6 7： 8

　　　　　　　　　42．1．31「学園12年のあゆみ」

上表でみると，知能の高い者が職業生活は．矢

張りよくいっている。知能は素質であって教育

結果ではないとの説もあるがヲ経験者が言うよ

うに，知能検査成績が教育や巧綴性訓練に多分

に影警され，かつ学校（園）生活による態度や

心構えの向上のあることが確実であるからに

は，低知能者に対する教育にも大きな期待がか

けられる訳である。

　　　　　　　　　　　　　　　42．81．31
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